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図 3.9 斜面傾斜度と崩壊発生地点との重ね合わせ図 
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（１）広島県 

 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

 

（２）愛媛県 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

 

図 3.10 斜面傾斜度別の単位面積当たり崩壊発生箇所数（グラフ） 

 

（１）広島県 

○尾根谷度：         

・尾根部（凸地形）＝プラス  

・平坦部           

・谷 部（凹地形）＝マイナス 

 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

（２）愛媛県 

○尾根谷度：         

・尾根部（凸地形）＝プラス  

・平坦部           

・谷 部（凹地形）＝マイナス 

 

 

解析メッシュサイズ：10m×10m 

 

図 3.11 尾根谷度別の単位面積当たり崩壊発生箇所数（グラフ）  
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谷：尾根（ 全体 ）＝２８：７２ 

↓ 

谷：尾根（崩壊範囲）＝２７：７３ 

谷：尾根（ 全体 ）＝２６：７４ 

↓ 

谷：尾根（崩壊範囲）＝２６：７４ 




